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松江教育事務所 

１ 要点 

○ 県教育庁各課、教育センター、教育事務所の指導主事等に指導助言を依頼したいとき

その選出については、大会事務局を置く学校が、その学校を所管する教育事務所の学校

教育スタッフ企画幹に相談する。 

○ 指導助言者が決定した後の手続きは、大会事務局校が指導助言者と直接行う。 

○ 教育研究大会当日までの事前指導等を依頼したい場合、授業等の実施校がその学校を所

管する市教育委員会を経由し、松江教育事務所を通して申請する。 

２ 研究大会当日の指導助言者の依頼の手順    

   次の（１）から（５）の順で進めていく。（（２）は教育事務所が行う内容） 

（１）事務局校は、管理職を通してその事務局校を所管する教育事務所の学校教育スタッフ企

画幹に連絡・相談する。その際、旅費や業務内容等の詳細について知らせる。 

（２）（企画幹は、本庁各課、教育センター、他教育事務所の企画幹等と調整を行う。） 

（３）事務局校は、連絡・相談した企画幹から、指導助言者の案について回答を受ける。受け

た回答に了解できないときには、再度企画幹と協議する。 

（４）事務局校は、管理職を通して当該の指導助言者に、詳細について連絡する。 

・大会当日の旅費や事前指導の有無等について伝える。 

・大会当日の依頼文書等の様式の確認を行う。（県では統一した様式を定めていない） 

（５）事務局校は、派遣依頼文書等を当該の指導助言者の所属長及び指導助言者本人に発出す

る。 

３ 研究大会当日までの事前指導等の手順 

上記２で選出・依頼した指導助言者に、研究大会当日までの事前指導を依頼する場合 

（１）松江教育事務所所属指導主事の場合 

年度当初は「授業改善推進に係る訪問指導」のいずれかで依頼する。中途申請もできる。 

授業等を実施する学校の校長がその学校を所管する市教育委員会を経由し、松江教育事

務所長に申請を行う。 

（２）松江教育事務所所属でない指導主事の場合 

年度当初は「授業改善推進に係る訪問指導」のいずれかで依頼する。中途申請もできる。 

授業等を実施する学校の校長がその学校を所管する市教育委員会を経由し、松江教育事

務所長を通して当該所属長に申請を行う。 

※中途申請の様式は、松江教育事務所ホームページよりダウンロードできる。 

４ その他 

○ 対象となる指導主事には、市町村派遣指導主事を含む。（市町村教育委員会の指導主事や

学校関係者等は対象ではない。） 

「教育研究大会の指導助言者」の依頼方法等について

【資料】 



13 

【図】「教育研究大会の指導助言者」の選出・依頼の手順についてのフローチャート 
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